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【手続補正書】
【提出日】平成22年4月12日(2010.4.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明は、半溶融状態での撹拌を維持しながら、カーボンナノ材料に好適なカーボンナ
ノ複合マグネシウム合金素材の製造方法を提供することを課題とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　そこで、投入が終了したら、半溶融領域の高温側に温度を設定し直す。今度は液相リッ
チであるため、カーボンナノ材料が隅々まで流動し分散される。なお、流動が過剰である
とカーボンナノ材料が流動先で合体し、凝集し始める虞がある。しかし、固相が存在する
ために、カーボンナノ材料の流動が適度に妨げられる。加えて、流動先で合体が起こって
も、固相が合体を分離解消する役割を果たす。
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　したがって、本発明によれば、均一にカーボンナノ材料が分散している複合マグネシウ
ム合金素材が提供される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　（ｂ）において、半溶融物に、カーボンナノ材料１４を投入し、撹拌機１５で撹拌する
。すると、カーボンナノ材料１４はＭｇ合金の液相部分に分散する。これで半溶融物Ｍｍ
２を得ることができる（第１撹拌工程）。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　第２撹拌工程では、半溶融領域の高温側に温度を設定し直すため、液相リッチに変化す
る。液相リッチであるから、図１（ｃ）において、カーボンナノ材料１４が隅々まで流動
し分散される。なお、流動が過剰であるとカーボンナノ材料１４が流動先で合体し、凝集
し始める虞がある。しかし、固相が存在するために、カーボンナノ材料１４の流動が適度
に妨げられる。加えて、流動先で合体が起こっても、固相が合体を分離解消する役割を果
たす。
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